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FigurelO・ＬＯＩｔｏｔｈｅｍａｘｉｍｕｍｌｏｓｓｒａｔｅａｎｄｔｈｅｍaxmumratetemperature，Mark☆:POPDMS-40(0.5wt％PDMScontent)blendedwithO5wt％PDMS-40
(4)PC-PDMSブロック共重合体／シリカナノコンポジット難燃化と熱分解挙動
PC-PDMSブロック共重合体は､ナノオーダーサイズのシリカの微分散化に有効であり、
一般ＰＣに添加した場合より、透明性が増大する(図１１)。
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微分散化した平均粒径５０nｍのシリカは、添加量0.5wt％でＰＯＰＤＭＳブロック共重合体
のＬ０１値を増大させる(図１２)。PC-PDMSブロック共重合体にナノオーダーのシリカを
添加すると、最大減量速度がさらに低下し、最大減量温度が高くなるため、難燃`性が増大
すると考えられる(図１３)。ＰＯＰＤＭＳブロック共重合体中にナノオーダーのシリカが存
在するとその表面にＰＤＭＳが移行し、ＰＤＭＳの熱安定性が向上するとともに炭化層によ
り多くのシリカが残存するようになるためと推測される。
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Figurel3,WeightlossratefbrPOPDMSblockcopolymer(l0wt％ＰＤＭＳ）
ｗｉｔｈ０－２.Owt％nano-sizedsilicacontentontemperａｔｕｒｅｂｙＴＧＡ
本研究による各々の難燃技術に対する難燃性および分解挙動の因子の解明により、ＰＣに
おけるノンハロゲン難燃の材料設計が容易となり、環境にやさしく安全性の高い難燃材料
の開発を可能とした。ＰＣと共重合するシリコーン構造をさらに熱制御を考慮して最適化
すれば、また、ナノシリカなどのナノマテリアルでは高配合量でも微分散化できれば、更
なる難燃`性の増大が期待できると考えられる。
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学位論文審査結果の要旨
野寺氏より提出された学位論文に関して、各審査委員による個別審査および平成１８年１月３１日の口頭
発表会の結果を踏まえて､同日に論文審査委員会を開催して協議を行った｡その結果､以下のように判定した。
ポリカーボネートに対する熱分解制御によるノンハロゲン難燃化研究を行なった。従来、ブロム系難燃剤
を使用していたが環境問題の高まりに対応して、新たな難燃化技術としてシリコーン系化合物やナノコンポ
ジッ卜による難燃材料を開発し、その難燃化メカニズムを解明した。それら難燃技術を生かした新規な難燃
材料は、工業化され、難燃技術の斬新性により新聞に取り上げられた。これらの材料技術は、ＯＡ製品（コ
ピー､プリンター､パソコン）などを中心に高付加価値で､かつ､環境にやさしい難燃ハウジング材料として、
年間１万トン以上使用されており、製品の安全性と杜会環境保全に貢献している。その研究成果は論文４報
の掲載、および掲載予定が決定しており、マテリアルライフ学会誌で平成１７年度論文賞を受賞した。また、
研究発表として､国際会議（２件）や国内学会（７件）で発表するとともに､難燃材料関係におけるセミナー
などの招待講演（８件）や業界雑誌（２０件）に発表し、難燃技術、および難燃材料の発展に寄与してきた。
また､それら技術の特許出願を国内外に出願し､技術の新規性､進歩性により多数特許登録の実績がある｡従っ
て、研究業績は高く評価されており、博士（工学）の学位に値すると判断する。
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